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 2016年 12月 23日～24日の 2日間、東京医科大学の自主自学館 3階会議室 A、4階セミナ

ールームにおいて、日本医学教育学会主催の「一般教養・基礎社会医学系教員のためのカ

リキュラムプランニングワークショップ」を開催しましたので、報告いたします。 

 

 2016年 12 月 26日 

  

 

ディレクター ： 鈴木 康之（日本医学教育学会理事長、岐阜大学） 

チーフタスクフォース ： 高橋 弘明（岩手県立中央病院） 

タスクフォース ： 福島  統（日本医学教育学会副理事長、東京慈恵会医科大学） 

  藤崎 和彦（岐阜大学） 

  伊野 美幸（聖マリアンナ医科大学） 

  ラウール ブルーヘルマンス（東京医科大学） 
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第 2回一般教養・基礎社会医学系教員のためのカリキュラムプランニングワークショップ 

-- 参加ガイド-- 

 

開催目的：  

 カリキュラムプランニングのワークショップは「医学教育者のためのワークショップ」

（富士研）や「臨床研修指導医講習会」のテーマとなっています。しかしながら、各医学

部で実施される Faculty Development （FD）でこのテーマを取り上げることが少なくなっ

ています。また、日本医学教育学会では現在、「医学教育専門家」の認定制度が始まってい

ます。この資格には、「臨床研修指導医講習会」と同様の、16時間以上のカリキュラムプラ

ンニングをメインテーマにしたワークショップの参加歴が求められます。臨床系教員は「臨

床研修指導医講習会」への参加の機会がありますが、その他の教員にはその機会が少なく、

日本医学教育学会では昨年に引き続き、一般教養・基礎社会医学系教員のためのカリキュ

ラムプランニングワークショップを開催することになりました。（厚生労働省医政局長名で

修了証を発行する指導医講習会ではありません。ワークショップ修了証は、全日程参加者

に日本医学教育学会理事長名で発行します） 

 

ワークショップの主催：（一社）日本医学教育学会（医学教育専門家・業績 FD 委員会） 

ディレクター： 

鈴木康之（岐阜大学・教授、日本医学教育学会理事長） 

チーフタスクフォース： 

高橋弘明（岩手県立中央病院・医療研修部長） 

タスクフォース： 

福島 統（東京慈恵会医科大学・教授、日本医学教育学会副理事長） 

藤崎和彦（岐阜大学・教授） 

伊野美幸（聖マリアンナ医科大学・教授） 

ブルーヘルマンス ラウール（東京医科大学・准教授） 

 

ワークショップの開催日程と開催場所： 

日程：2016年 12月 23日（金）10:30～19:00、12月 24日（土）9:00～17:15（16時間） 

場所：東京医科大学（西新宿六丁目 7-1） 自主自学館（教育研究棟）３Ｆ会議室 A, ４Ｆ 

セミナー室 

 

対象者：一般教養・基礎社会医学系教員、その他の職員。 

 

服装、持ち物など 

服装はワークショップですので楽な服装で結構です。 
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コンピュータをご持参できる方はお持ちください。グループワークのプロダクトなどはグ

ループメンバーのお持ちになった PCで作成をお願いすることになります。 

 

その他 

ワークショップ両日とも昼食を用意します（参加費に含まれます）。夕食、朝食は用意しま

せん。 

ワークショップ当日の夜の懇親会はワークショップとしては企画していません。 

宿泊ホテル・交通はご自身で手配をお願いします。 

 

参加申し込み受付期間：2016年 9月 26日（月）～10月 31日（月） 

申し込み方法：日本医学教育学会のホームページ（http://jsme.umin.ac.jp/）から Web上

より受付期間内にお申し込みください。 

参加申し込み先：日本医学教育学会 事務局 

〒112-0012 文京区大塚 5-3-13ユニゾ小石川アーバンビル 4階 

一般社団法人 学会支援機構内  

電話 03-5981-6011 FAX 03-5981-6012 E:-mail: jsme@asas.or.jp 

  

mailto:jsme@asas.or.jp
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第 2 回一般教養・基礎社会医学系教員のための 

カリキュラムプランニングワークショップ参加者名簿 

1 相澤 文恵 アイザワ フミエ 岩手医科大学 教養教育センター 人間科学科心理学・行動科学分野 

2 阿曽 亮子 アソ リョウコ 日本医科大学 医学教育センター   

3 池田 行宏 イケダ ユキヒロ 近畿大学 医学部附属病院 安全衛生管理センター 

4 井谷 修 イタニ オサム 大分大学 医学部 公衆衛生・疫学講座 

5 市村 宏 イチムラ ヒロシ 金沢大学 医薬保健研究域医学系 ウイルス感染症制御学 

6 岩隈 美穂 イワクマ ミホ 京都大学   ヘルスコミュニケーション 

7 永福 智志 エイフク サトシ 福島県立医科大学 医学部 システム神経科学講座 

8 種田 佳紀 オイダ ヨシキ 埼玉医科大学 医学部 教養教育 

9 大木 紫 オオキ ユカリ 杏林大学 医学部 統合生理学教室 

10 海藤 俊行 カイドウ トシユキ 鳥取大学 医学部 解剖学 

11 影島 賢巳 カゲシマ マサミ 関西医科大学 医学部 物理学教室 

12 金涌 佳雅 カナワク ヨシマサ 日本医科大学   法医学教室 

13 川原 千香子 カワハラ チカコ 愛知医科大学 医学部 シミュレーションセンター 

14 岸 美紀子 キシ ミキコ 群馬大学 大学院医学系研究科 医学教育センター 

15 顧 艶紅 コ エンコウ 帝京大学 大学院公衆衛生学研究科   

16 古賀 資和 コガ モトカズ 横浜市立大学 医学部 分子薬理神経生物学 

17 近藤 洋一 コンドウ ヨウイチ 大阪医科大学 医学部 生命科学講座 解剖学教室 

18 菅沼 太陽 スガヌマ タイヨウ 東京女子医科大学  医学教育学教室 

19 杉本 なおみ スギモト ナオミ 慶應義塾大学 看護医療学部 コミュニケーション学 

20 菅 理江 スゲ リエ 埼玉医科大学 医学部 生理学 

21 鈴木 孝太 スズキ コウタ 愛知医科大学 医学部 衛生学講座 

22 関 安孝 セキ ヤスタカ 高知大学 医学部 生体分子構造学講座 

23 高山 千利 タカヤマ チトシ 琉球大学 大学院医学研究科 分子解剖学講座 

24 武内 恒成 タケウチ コウセイ 愛知医科大学 医学部 生物学 

25 田中 悟志 タナカ サトシ 浜松医科大学 医学科 総合人間科学講座 

26 恒川 幸司 ツネカワ コウジ 岐阜大学 医学教育開発研究センター   

27 富田 治芳 トミタ ハルヨシ 群馬大学 大学院医学系研究科 細菌学・薬剤耐性菌実験施設 

28 中村 成夫 ナカムラ シゲオ 日本医科大学 基礎科学 化学教室 

29 西本 新 ニシモト アラタ 山口大学 大学院医学系研究科 医学教育学講座 

30 藤枝 美穂 フジエダ ミホ 大阪医科大学   語学教室 

31 増田 多加子 マスダ タカコ 東京薬科大学 薬学部 薬学実務実習教育センター 

32 三上 哲夫 ミカミ テツオ 東邦大学 医学部 病理学講座 

33 宮本 修 ミヤモト オサム 川崎医科大学 医学部 生理学 2 

34 向井 邦晃 ムカイ クニアキ 慶應義塾大学 医学部 医学教育統轄センター 

35 矢島 孔明 ヤジマヒロアキ 人間総合科学大学 人間科学部 人間科学科 

36 安元 佐和 ヤスモト サワ 福岡大学 医学部 医学教育推進講座 

37 吉栖 正典 ヨシズミ マサノリ 奈良県立医科大学   薬理学講座 

38 吉田 登志子 ヨシダ トシコ 岡山大学 医療教育統合開発センター 歯学教育部門 
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班編成表 

班 氏  名 所     属 班 氏  名 所     属 

A 

相 澤  文 恵 
岩手医科大学 

教養教育センター 

D 

大 木  紫 
杏林大学 

統合生理学教室 

岸  美 紀 子 
群馬大学 

医学教育センター 
菅  理 江 

埼玉医科大学 

生理学、行動科学 

増 田 多 加 子 
東京薬科大学 

薬学実務実習教育センター 
藤 枝  美 穂 

大阪医科大学 

語学教室／英語 

井 谷  修 
大分大学 

公衆衛生・疫学講座 
関  安 孝 

高知大学 

分子生物物理学 

海 藤  俊 行 
鳥取大学 

解剖学 
田 中  悟 志 

浜松医科大学 

総合人間科学講座/心理学 

菅 沼  太 陽 
東京女子医科大学 

医学教育学教室 
古 賀  資 和 

横浜市立大学 

分子薬理神経生物学 

種 田  佳 紀 
埼玉医科大学 

教養教育/英語・生命倫理 
高 山  千 利 

琉球大学 

分子解剖学講座 

向 井  邦 晃 
慶應義塾大学 

医学教育統轄センター/生化学 
三 上  哲 夫 

東邦大学 

病理学講座 

B 

阿 曽  亮 子 
日本医科大学 

医学教育センター 

E 

川 原 千 香 子 
愛知医科大学 

シミュレーションセンター 

顧  艶 紅 
帝京大学 

大学院公衆衛生学研究科 
杉 本 な お み 

慶應義塾大学 

コミュニケーション学 

安 元  佐 和 
福岡大学 

医学教育推進講座 
池 田  行 宏 

近畿大学 

安全衛生管理センター 

市 村  宏 
金沢大学 

ウイルス感染症制御学 
富 田  治 芳 

群馬大学 

細菌学・薬剤耐性菌実験施設 

影 島  賢 巳 
関西医科大学 

物理学教室 
中 村  成 夫 

日本医科大学 

化学教室 

鈴 木  孝 太 
愛知医科大学 

衛生学講座 
西 本  新 

山口大学 

医学教育学講座 

恒 川  幸 司 
岐阜大学 

医学教育開発研究センター 
宮 本  修 

川崎医科大学 

生理学 2 

矢 島  孔 明 
人間総合科学大学 

細胞生物学、基礎生物学 
 

 

 

C 

岩 隈  美 穂 
京都大学 

ヘルスコミュニケーション 
       

吉 田 登 志 子 
岡山大学 

歯科医療行動科学 
     

永 福  智 志 
福島県立医科大学 

システム神経科学講座 
     

金 涌  佳 雅 
日本医科大学 

法医学教室 
     

近 藤  洋 一 
大阪医科大学 

生命科学講座 解剖学教室 
     

武 内  恒 成 
愛知医科大学 

生物学 
     

吉 栖  正 典 
奈良県立医科大学 

薬理学講座 
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第 2回一般教養・基礎社会医学系教員のためのカリキュラムプランニングワークショップ 

スケジュール 

第 1 日 平成 28 年 12 月 23 日（金） 

時刻 分 事項(テーマ） 内容 会場 担当 備考・資料 

10:00～10:30 30 受付   PLS 伊野・高橋  領収書発行 

10:30～10:45 15 開講式   PLS 高橋 

ディレクター挨拶 

スタッフ紹介 

オリエンテーション 

10:45～11:00 15 PL「ワークショップとは」 説明 PLS 高橋   

11:00～11:30 30 RP「コミュニケーションゲーム」 
RP と

SGD 
  福島   

11:30～12:00 30 
PL「コミュニケーションとグループ

討論の醍醐味」 
説明 PLS 福島   

12:00～12:10 10 休憩 

12:10～13:00 50 
ランチョンセミナー「プロフェッショ

ナリズムの教育」 
講演 PLS 藤崎   

13:00～13:20 20 World Café とは 説明 PLS 福島   

13:20～15:00 100 

World Café（WC） 

第 1 ラウンド「こういう医者になっ

て欲しい」  

第 2 ラウンド「素敵な医者がそな

えている能力とは」 

第 3 ラウンド「では、医学部での

卒業時アウトカムを設定しよう」 

第 4 ラウンド「発表用資料を作

る」 

SGD SGD 全 TF 
卒業時アウトカム作

成 

15:00～15:15 15 休憩 

15:15～15:40 25 WC「グループからの発表」 討論 PLS 福島 発表 2 分・討論 3 分 

15:40～16:00 20 

GW1「アウトカムを見据えた科目

の到達目標（コンピテンシー）」 

説明 PLS 高橋 
科目終了時のコンピ

テンシー（目標）作成 

16:00～17:10 70 SGD SGD 全 TF 

A 班：病理学、B 班：

行動科学、C 班：医

学英語、D 班：多職

種連携教育、E 班：解

剖学 

17:10～17:30 20 討論 PLS 高橋 発表 2 分・質疑 2 分 
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17:30～18:00 30 GW2「学習方略・アクティブラーニ

ング」 

説明 PLS 
ブルーヘル

マンス 

講義、実習、演習、

研究室配属、ジャー

ナルクラブ等、アクテ

ィブラーニングを紹介 

18:00～18:50  50 SGD SGD 全 TF   

18:50～19:00 10 第 1 日目の振り返り   PLS 高橋   

第 1 日目の研修時間：495 分 (8 時間 15 分） 

 

 

第 2 日目 平成 28 年 12 月 24 日(土） 

時刻 分 事項(テーマ） 内容 会場 担当 備考・資料 

8:55   集合   PLS     

9:00～9:10 10 第 1 日目の振り返り   PLS 高橋   

9:10～9:40 30 
特別講演「医学教育分野別評

価」 
講演 PLS 福島   

9:40～10:00 20 GW２「学習方略」発表準備 SGD SGD 全 TF   

10:00～10:30 30 GW２「学習方略」発表 討論 PLS 
ブルーヘル

マンス 
発表 4 分・質疑 2 分 

10:30～10:40 10 休憩 

10:40～11:10 30 GW3「学習評価-パフォーマンス

評価を含め」 

説明 PLS 福島 パフォーマンス評価 

11:10～12:30 80 SGD SGD 全 TF   

12:30～13:30 60 
ランチョンセミナー「医師臨床研

修制度＋到達目標・修了基準」 
講演 PLS 伊野 

医師臨床研修のあら

まし 

13:30～13:40 10 休憩 

13:40～14:30 50 GW3「学習評価」発表 討論 PLS 福島 発表 5 分・質疑 3 分 

14:30～15:00 30 
GW4「プロダクト/ブラッシュアッ

プ」 
SGD SGD 全 TF 

最終プロダクトの作

成と振り返り 

15:00～15:30 30 「フロアからの総合質問」 質疑 PLS 福島   

15:30～15:40 10 休憩 

15:40～16:30 50 特別講演「これからの医学教育」 講演 PLS 鈴木 医学教育専門家含む 

16:30～17:00 30 
第 2 日目の評価、アンケート、参

加者からの 30 秒スピーチ 
  PLS 高橋   

17:00～17:15 15 閉講式   PLS 鈴木 修了書の授与など 

第 2 日目の研修時間：450 分 (7 時間 45 分） 
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ワークショップ総合評価 

１．今回のワークショップの各項目について、修得度を自己評価してください。 

 

 十分理解でき 理解できたが 十分な応用力 
なかった   応用は不十分 が得られた 

 

1) ワークショップとは  16名 22名 

                    

2) コミュニケーションゲーム １名 15名 22名 

                      

3) プロフェッショナリズム＠基礎系教員 WS  28名 10名 

                       

4) ワールド・カフェ 1名 15名 22名 

                      

5) マイルストーンと学習目標  23名 1名 14名 

                       （中間に印） 

6) 学習方略・アクティブラーニング  19名 1名 18名 

                       （中間に印） 

7) 学習評価‐パフォーマンス評価を含め 1名 22名 1名 1５名 

                     （中間に印） 

8) 医師臨床研修制度 2名 27名  9名 

                       

9) これからの医学教育（1名空欄）  23名 1名 13名 

   （中間に印）                      

 

２．今回のワークショップを全体的に評価してください。 

1) 内容の価値についてどう評価しますか 

 □価値なし □価値少ない □いくらか □かなり □きわめて 
   価値あり 価値あり 価値あり 
 0名 0名 1名 19名 18名 

 

2) 内容に対する時間量はいかがでしたか 

 □長すぎ □やや長い □ほぼ適切 □やや短い □短すぎ 

 0名 1名 25名 12名 0名 
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3) 内容の難易度をどう感じましたか 

 □きわめて □やや難しい □ほぼ適切 □やや易しい □易しすぎ 
 難しい  

 0名 9名 27名 1名 0名 

 

4) このような WS形式の教育方法としての効果についてどう思いましたか 

 □効果なし □効果少ない □ある程度 □かなり □きわめて 
   適切 効果的 効果的 

 0名 0名 6名 26名 6名 

 

5) この WSの内容は、あなたの興味に対して適切でしたか 

 □不適切 □やや不適切 □ある程度 □かなり □きわめて 
   適切 適切 適切 

 0名 0名 7名 22名 9名 

 

３．今回のワークショップ全体に亘り、とても良かったと思われる点をあげてください。 

 時間通りに進行し、効率良くディスカッションがなされた点 

 指導の先生方や参加者の経験に基づく発言が参考になった。スケジュールがよく練

られており、また時間通りにすすむので、心地よかった 

 講義いただく時間、内容と自分やグループで実践して考え作り上げる。時間、内容

のバランスが良く、いいブレンドだった 

 時間が無駄なく使われていて効率的だった。総合質問の時間が長くなり、様々な大

学、先生方のお話が聞けて大変よかった 

 コンパクトなレクチャーと SGDの組合せ 

 基礎系の教育に対象を焦った点 

 医学教育の基礎を短時間で学ぶことができたこと 

 医学教育について基礎的なことから様々な意見まで幅広く学べたこと 

 新人の私にとっては様々な制度とその背景についての説明が有益でした 

 ワールドカフェのおかげでスムーズに入れたと思う。最後の医学教育研究の話がよ

かったです 

 ワールドカフェの参加は初めてだったので経験できて良かった。その後 1.5 日間、

同じグループで段階を変えた作業を進めたことはよかった。時間を区切って進め、

延々、延びることがないのでよかった 

 臨床研修制度について確認できた点 

 OBEを全体の流れを通して理解することができる点。運営が洗練されている点 

 アウトカムからコンピテンシー、カリキュラム立案、評価の流れを実践しながら自

分の理解を確認・修正できた 

 医学教育の現場でがんばっている他大の先生方の姿に励まされた 
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 OBEのアウトカムからおろして教育の到達目標、さらに教育の方略、形成的パフォー

マンス評価が良く解った 

 OBEを理解するとこができるよう、ひとつひとつのプロセスを体験できたこと 

 一つ一つステップを経て最後（評価）まで積み上げていった事 

 行動科学について具体的に考えることができた 

 特定の科目の到達目標、学習方略、学習評価を考えることで、一連の流れが理解で

き、良かったと思う。今回学んだ事を活かしていきたいと思う 

 １つの科目に関し、説明を聞いてからグループ作業を行うということを繰り返した

のは学習の深化に大変有益でした 

 グループごとに興味深い（多くの大学で苦労している）題材が取り上げられており、

勉強になった 

 専門分野にとらわれず、教育一般を学ぶことができるので、どこの分野でも応用で

きる可能性があった 

 実践的であったこと 

 GWでも学んだことも多かった 

 何も知らない人でもある程度理解できて実際に試してみようと思えたこと 

 初心者に充分配慮されている点がよかったと思います 

 WSのふりかえりと講演のバランスが良かった 

 講義・演習のくりかえしで１つずつプロダクトが完成していくことを確認できる方

法であった 

 丁度良い人数、残念ながら私には学生の意識をたかめるための資質、能力＋人間的

魅力は無いのかもしれません 

 やはり全体的に motivationの高い教員が集まっているのが良かった。議論もスムー

ズ 

 グループの構成員がそれぞれの医学校での経験があり、活発な議論が展開できたこ

と 

 講師の先生方のふんいきが良い 

 他の教員の方々の意見やタスクの意見が聞けたこと、特に同じ問題を抱えている方

からのアドバイスや意見をいただけたこと。プロダクトがいただける点や配布資料

の使用が認められている点 

 他の大学のアイディアや教員のオリジナルな教育手法を体験できた点。認証評価な

ど、興味のなかった分野の知識が増えた点 

 他大学の教員との交わりは刺激的だったこと（この熱さで大学に戻ると温度差がこ

わいです） 

 他の教育関係者（同じグループ、タスクフォース）の方々と話し合う機会があった

こと 
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 同じ基礎系の先生方のお話を聞けたことがとても良かった（似たような境遇の方が

何人かいらっしゃいました） 

 他大学のとりくみの現状を知ることができた。いくつかは持ち帰って参考にしたい

と思う 

 医学教育ばかりにたずさわった人だけでないメンバーでのディスカッションは良か

ったと思う 

 

４．今回のワークショップ全体に亘り、改善すべきと思われる点をあげてください。 

 特にありません 

 できれば、コーヒーが飲みたかったです 

 Coffee breakが欲しい 

 やや 1日目の休憩が少なめで苦しかった 

 一日目は休み時間がもっとあった方がよかった 

 第１日の最初のころは、話し合って作成する設問の意味が理解しにくかった（何を

したらよいかわからなかった） 

 疲労はありましたが、それだけ集中しているのでしかたないと思っております 

 昼食後に 20-30分の休憩がほしい 

 時間がきゅうくつで、集中できないことがあったかもしれません 

 あるていど、日ごろから考えている教員が集まっているので、教育リソースをある

程度制限して考えると、もっと面白かったと思われる 

 参加の前に予習のための資料を渡して、ある程度の予備知識を入れておいてもらう

と良いのではと思いました 

 事前学習を設定してもらっておくと、SGDの時間が増えて、16Hをより有効に使える

かもしれない 

 概念、専門用語、略語、横文字が多かったので、初学者には少し理解しにくいもの

があった 

 自分には聞いたことがないりゃく語が多かった 

 ２日でやるには、かなりつめこみとなっていると思います 

 ２日目の感想にも書きましたが、教員へのロールモデルとなるべき講習会で学習者

への敬意に懸けるという印象を与えかねない例が続くのはいかがなものかと 

 グループ分けについて、国立大学と私大の教員では視点がかなり異なるので、均等

になるように配分されたのかどうか 

 他学の状況がわかるので、全体での Discussionの時間があと数回あった方がよい 

 参加者のレベル（意識のレベル）をもう少し合わせた方が良い 

 グループ編成については「専門ではない分野」ということでしたが、多角的に物の

見方や柔軟な思考をする上で、また集団極化を避けるうえでメリットは大きいと思
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います。しかしながら、メンバーがある程度の共通知識をもっている編成にしてい

ただければ、もっと活発な討論ができると思います 

 ディスカッションの時間が短いので、もう少し長めに取れると良かった 

 WS を分野外にもってゆくと、かえって解らないことばかりで本質にせまれない感が

強い。数名の専門と専門外あるいは専門で固めることもあっても良いかと思われま

した 

 カリキュラムの作成について、どの科目を担当するか、選択できればと感じました 

 テーマによっては Task forceが「こうである」という態度でしゃべり過ぎたのでは？ 

 何回か同内容の講演をきいたことがあり、ためにはなったが新しいことよりも確認

事項が多かった 

 プロダクトのブラッシュアップがあると良かった、プロダクト作成の変更履歴が残

るようにできると良いかもしれない 

 各グループの提案に対し、全体でのブラッシュアップをもう少し行ってもよい 

 教育・コミュニケーションの話だからこそ、トークの中で上げられたノウハウ、効

果などに文献があれば、しっかり文献を示してほしい 

 新宿は羽田空港交通アクセスがこの時期だと混みますので開催場所を考慮していた

だけたらと思います 

 

５．今後も、このような WSを開催することに対して 

 □反対 □特にしなくて □開催しても □開催した □是非開催 
  もよい よい 方がよい すべきだ 

 0名 0名 1名 15名 22名 

 

６．その他、何でもご自由にご意見をお願いします。 

 楽しく、しかも勉強になるよい会だったと思います。他大学の熱心な様子を伺って、

驚きと、うちも追いつかないといけないと感じました 

 このような WSに本学の多くの教員が参加してもらうと、OBEカリキュラム作成がス

ムーズにすすみます 

 このような WSを大学執行部の先生方に受講していただけたらと望みます。準備など

が大変だったと存じます。ありがとうございました 

 良い医学教育が患者・国民の為からスタートしていることと、国家試験が一断面で

の切り口であり、大学の製造者責任になっている。このミゾをうめる方法がないも

のでしょうか？？ 

 カリキュラム評価についても学べる WSがあるとありがたいです 

 ワールド Café など、はじめて知ることがあった。イントロのコミュニケーションゲ

ームは他の方法もあると思う 

 先日と同様ですが、ワールドカフェではじめて効果（成果）を実感した気がしまし
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た 

 各大学、全体での現状の情報交換がもう少し図られると良いと思います。外部のこ

とが学内ではなかなか把握できないという状況にあります。懇親会はあっても良か

ったかと 

 教養系教員と基礎医学系教員でもかなり立場が異なっており、グループディスカッ

ションの一部では、あえて別々に組み分けするような工夫があっても良いのでない

かと思った 

 一般教養の先生方がもっと参加されると良いと思います。先に意識改革が必要だと

は思いますが 

 学術的エビデンスがある話なのか、けいけん則なのかは明示的に分ける方がよいと

思う 

 開催時期を考えて頂きたい（ホテル料金） 

 クリスマスではない日程を希望します 

 看護師に必要とされる能力に実践・教育・管理（研究）は定番である。そういうい

みで医学教育に「教育」が明記（医師の能力）されてもよいと思う 

 費用を安くする 

 医学部内での医学教育のステータスを高める様な方法をぜひお願いしたい 

 さすがに医学教育のプロの先生方だと大変関心し、感銘を受けました 

 今後は学会にも入会し、いろいろと学びたいと思います 

 タスクフォースの皆様に大変感謝しております 

 参加者より、設定・運営して下さる先生方が数倍大変です。どうもありがとうござ

いました 

 参加する前は長くてたいへんそうだと思いましたが、楽しめました。参考にしたい

と思います。 

 大変に勉強になりました。ありがとうございました 

 ２日間ありがとうございました。自分の考え方を見直すいいきっかけでした。自分

を見直して新しい気持ちで学生と接することができたらと思います。将来的には学

生以外にも研修医や専攻医の教育に生かせたらと思います 

 ２日間、大変お世話になりました。ありがとうございました 

 年末のお忙しい時期に貴重な休日を返上して下さった TFの先生方に感謝申し上げま

す 

 最後にはへとへとになりましたが、とてもたくさんの大切な事を講義の先生方、ご

一緒していただいた先生方より受け取ることができました。大変でしたが楽しかっ

たです。ありがとうございました 


